
１．はじめに

　新しい学習指導要領を踏まえた「主体的・対話的で深
い学び」の視点から，授業改善や特別な配慮を必要とす
る児童生徒の学習上の困難低減などを目的として，2018

（平成30）年に学習者用デジタル教科書を制度化する「学
校教育法等の一部を改正する法律」とその関係法令が公
布され，必要に応じて学習者用デジタル教科書を紙の教
科書に代えて使用することが可能となった。また文部科
学省（2019）は，学習者用デジタル教科書の使用による
効果や影響などについて，紙の教科書を使用する場合と
比較する実証研究を実施し，その研究結果を報告してい
る。主な研究内容は，「学力」「学習態度」「教師・児童
生徒の意識」「健康面の影響」の４点になるが，多くの
児童生徒と教員は「主体的・対話的で深い学び」に対し
て学習者用デジタル教科書の利点を認識し，個別学習・

グループ学習・一斉学習などの場面で，学習者用デジタ
ル教科書の効果的な活用方法に対する有用性を感じてい
ることが報告されている。本実証研究は，指導者用デジ
タル教科書使用のメリットとデメリットの両面の効果や
影響を検証し，今後の「学習者用デジタル教科書の効果
的な活用に関するガイドライン」（2018）の改善に向け
た検討を目的として実施したものであるが，学習者用デ
ジタル教科書の使用による教育上の効果や影響について
は，各教科の特性や学校種などの違いを考慮するととも
に，中長期的な実証研究や調査・分析が必要となる。
　また文部科学省は，2021（令和３）年３月12日に「GIGA
スクール構想の下で整備された１人１台端末の積極的な
利活用等について（通知）」を各都道府県の教育委員会
などに送付し，同年４月から全国の義務教育段階の学校
において，児童生徒の「１人１台端末」及び「高速大容
量の通信環境」の下での新しい学びが本格的にスタート
する見込みとなった。「GIGAスクール構想の実現に向
けた端末の利活用等に関する状況について（確定値）」（文
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部科学省，2021）によれば，2021（令和３）年７月末時
点において，1,744の自治体など（全体の96.2％）で学習
者用端末の整備が完了し，全国の公立の小学校他の
96.2％及び中学校他の96.5％で，全学年または一部の学
年での利活用が開始されている1。つまり，義務教育段
階における児童生徒の手元には１人１台の端末が渡り，
多くの自治体や学校においては，児童生徒の発達段階に
応じて利活用場面を調整するなどの工夫を行い，イン
ターネットの整備を含めての利用が可能となっている。
　そこで本研究は，紙媒体からデジタル教科書へ移行す
る中で，デジタル教科書の有効的な活用を模索すること
を目的として，小学校外国語科指導者用デジタル教科書
における教授内容を分析するとともに，１人１台端末の
本格的な活用を踏まえた今後の学習者用デジタル教科書
を活用した授業実践について議論する。本研究では，千
葉県内Ａ市の指導者用デジタル教科書活用におけるアン
ケート調査を実施し，デジタル媒体の効果を感じている
教授内容を報告するとともに，工夫をしながら指導者用
デジタル教科書を導入している指導方法を紹介する。ま
た，上手く活用できていないと回答した教員への聞き取
り調査を実施し，使用形態を踏まえたデジタル媒体の教
授内容と指導方法について報告する。さらに，京都府Ｂ
市での指導者用デジタル教材活用の事例を報告し，紙媒
体とデジタル媒体の使用形態を踏まえたデジタル媒体の
教授内容と指導方法について紹介する。本研究の指導者
用デジタル教科書活用における調査からも，デジタル媒
体活用に関する環境整備や紙媒体との併用に関する課題
などが指摘されるとともに，臨場感の溢れる世界の映像
などには，デジタル媒体は有用であり，コンテンツやデ
ジタル機能を活かした指導方法も明らかなっている。デ
ジタル教科書の活用には，プラスとマイナスの両面の効
果や影響があることを認識し，段階的にその導入を進め
るとともに，継続的な成果検証や学習者用デジタル教科
書の在り方についての検討が必要である。

２．先行研究

　文部科学省は，学習者用デジタル教科書の円滑な導入
に向けて，その効果的な活用に関するガイドラインを
2018（平成30）年12月に策定（2019年３月に改訂）する
とともに，2019（令和元年）３月には実践事例集を公表
している。学習者用デジタル教科書の導入により期待さ
れるメリットとしては，デジタル機能の活用（拡大縮小

や音声の読み上げなど）による教育活動の一層の充実と，
デジタル教材（動画やアニメーションなど）との一体的
使用が挙げられている。また，学校教育法等の一部改正
により，2019（令和）元年４月１日から「学習者用デジ
タル教科書」が制度として位置づけられ，正式に授業で
紙の教科書と併用することが可能となった2。学習者用
デジタル教科書は，主体的にアクティブに学ぶことがで
きるツールとして，新たな学びを実現し，「主体的・対
話的で深い学び」にもつながると考えられている。学習
者用デジタル教科書制度の主な特徴は以下の４点からな
り，図１のようにまとめることができる。
　１．�紙の教科書との併用を原則（単独使用の場合は，

全授業時数の二分の一未満まで）
　２．�一人一人がタブレット端末やノートパソコン等で

使用
　３．�紙の教科書の内容と，構成・配列を含めて同一（紙

の教科書と同じ発行者が発行）
　４．�学習者用デジタル教科書は無償給与の対象外（発

行は任意）
　今回のデジタル教科書の制度化は，「学習者用デジタ
ル教科書」と「学習者用デジタル教材」が対象であり，「指
導者用デジタル教科書（教材）」は適用外となる。その
ため指導者用デジタル教科書は，紙の教科書と同じ内容
が反映されるわけではなく，紙の教科書とは異なるコン
テンツやより発展した内容のデジタル媒体（音声や動画
など）が掲載されることがある。デジタル教科書と紙の
教科書の特徴については，これまでも多くの議論がされ
ており，デジタル教科書のメリットとしては，教育の個
別化が挙げられている。つまり，学習の進度や難易度を
カスタマイズすることによって，学習者のレベルにあっ
た問題の提示や自動化を行うことができる。しかし，児
童生徒が端末に向かうだけで，学習効果が期待できるわ
けではなく，主体的な思考・判断・表現力の育成のため
には，教員の介在が不可欠であることが指摘されている
（e.g. 奥田，2010；新井，2015）。また，デジタル教科
書の特性は情報量の多さにあり，必ずしも教育効果の向
上につながらない（辻，2014）ことや，教師と児童生徒
ではデジタル教科書に対する認識と期待に大きな違いが
生じている（中央教育研究所研究報告，2013）ことなど
も指摘されている。そのため，情報量（インプット）の
限定による教育効果や使用者である児童生徒と提供者で
ある行政・教師あるいは学校からのそれぞれの視点に基
づいた論点を具体的にした上での授業実践と成果の検証

図１．学習者用デジタル教科書制度の特徴
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が今後の課題となっている。
　外国語科におけるデジタル教科書の教育効果について
は，先駆的な取り組みをしている韓国の事例と日本との
比較が挙げられる。日本教育工学振興会（2011）は，デ
ジタル教科書使用に関する実証実験から，デジタル教科
書の特徴である「分かり易さ」や「興味の喚起」には，
学習者の特性や個人差があることを指摘している。また，
韓国の教科書に付随したデジタル教材と日本のデジタル
教材の語彙やコンテクストの両面から比較検証した結果，
カレイラ他（2013，2016）は，発話の種類には大きな差
はなかったが，対話を構成する語彙やターン数に関して
は，日本と韓国のデジタル教科書で違いが見られたこと
を報告している。さらに，本田・星加・田所（2018）は，
韓国の初等外国語（英語）指導要領に記載されている教
育語彙を参照し，日本の小学校英語のデジタル教材We 
Can!で使用されている語彙との違いを明らかにすると
ともに，これらの語彙が実際の活動（受容的活動・産出
的活動）とどのように関連しているかを検証している。
本田・染谷・小川（2021）は，令和２（2020）年４月か
ら使用されている小学校外国語科検定済教科書に記載さ
れている語彙を分析した結果を報告し，１）小学校外国
語科各教科書に記載されている語彙数の比較，２）これ
までの小学校英語教材に記載されている語彙数との比較，
３）産出的活動（「話すこと［やり取り］」「話すこと［発
表］」）という観点から，「疑問詞」が使用されている文
脈を中心に抽出し，実際の活動との関連性について分析
した結果を報告している。また佐藤・染谷（2020）は，
小学校外国語科におけるデジタル教材を活用した授業実
践を報告し，デジタル教材の効果的な活用と指導法につ
いて，１）十分な音声の慣れ親しみ， ２）キーワードの
確認，３）児童の実態に合った内容の選択，４）ALTの
活用，５）デジタル時間の限定の５つのポイントを提案
している。さらに佐藤（2021）は，小学校外国語教科書
におけるデジタル教科書活用の調査結果を報告し，導入
部分でのリスニング問題の扱いについては，指導者用デ
ジタル教科書を上手く活用出来ないと感じている教員が
多いこと，指導者用デジタル教科書の会話数やセンテン
ス数を調査した結果から，５年生において平均会話数約
３文，センテンス数約10文という結果を報告し，会話に
出現する単語や文も児童には初めて聞くものが多く含ま
れていることを明らかにしている。そのため，授業を実
践する担任がデジタル教材を効果的に活用するための視
点として，１）授業のねらいを明確にすること，２）児
童の実態に合わせた内容の選択，３）十分な音声の慣れ
親しみ，４）ALTの活用の４点を指摘している。
　これらの研究成果を踏まえて，本研究では，千葉県Ａ
市と京都府Ｂ市における小学校外国語科指導者用デジタ
ル教科書の教授内容と効果的な指導方法を報告するとと
もに，児童１人１台端末の本格的な活用を踏まえた今後
の学習者用デジタル教科書を活用した授業実践について
議論する。

３．実践報告

3.1　千葉県Ａ市の実践報告：実践報告１
3.1.1　担任のデジタル教材活用実態
　千葉県Ａ市における担任のデジタル教材活用の実態に
ついて報告する。ここでの報告は，教科書におけるデジ
タル教材の活用状況と授業実践での課題について記述す
る。筆者が勤務していたＡ市では，文部科学省より教育
課程特例校として2007年度から英語を教科として，小学
校１年生から６年全学年を対象に英語教育を行ってきた。
併せて市独自のカリキュラム開発やこの2022年３月まで
学級担任・外国語指導助手（以下ALTと略す）・英語指
導コーディネーターの３人体制で指導してきた。
　勤務校市内54校の５・６年担任と英語専科４名を含む
計106名に調査を実施した。調査時期は，教科化した１
年後2021年３月である。使用教科書はNEW HORIZON 
Elementaryである。
　調査項目は，以下の６点である。「デジタル教材の使
用頻度」「デジタル教材平均使用時間」「活用に当たって
効果的だと思う内容」「上手く活用出来ないと感じる内
容」「デジタル教材を使用する時に特に留意すべきだと
思うこと」「デジタル教材活用に当たって担任や専科が
困っていること」である。
⑴　「デジタル教材の使用頻度」
　106名中99名（97％）がよく使用していると回答した。
ほとんどの担任が授業で，日常的にデジタル教材を使用
していることが推察される。
⑵　「デジタル教材平均使用時間」
　５・６年生合計担任の50名が10～20分（49％），32名
が20～30分（31％）との回答で，１時間（45分）の授業
時間の半分以上をデジタル教材で活用していることがわ
かる。
⑶�　「活用に当たって効果的だと思うコンテンツ」複数

回答
　図２において，担任が教科書の中で，デジタル教材を
活用することが効果的であると考えている内容を複数回
答でお願いした。その結果として，チャンツ（93名）・
リスニング問題（90名）・リスニング中心の導入部分（73
名）・世界とのつながりを見るOver the Horizon（67名）・
単語練習（64名）であった。佐藤（2021）が指摘するよ
うに，担任の多くがチャンツや歌，リスニング問題に効
果を感じていることがわかった。
⑷　「上手く活用出来ないと感じる内容」
　デジタル教材の中で，担任が上手く活用出来ないと考
える内容は何であろうか。これも複数回答で挙げても
らった。
　図３に示された担任がデジタル教材を上手く活用出来
ないと思っている内容は，やり取り（31名）・英語での
やり取りや発表の見本等（26名）・モデル文を見ながら
書き写す（26名）・リスニング中心の導入部分（15名）・
単語練習（15名）である。担任は，やり取りや発表の見
本などコミュニケーションのモデルをうまく活用出来な
いと考えている。さらに，注視すべき点として多くの英
語専科が導入部分は，効果的であるが上手く活用出来な
いと意見を述べていた。具体的な事例を紹介する。
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　６年生UNIT 5の単元目標は，「地球に暮らす生き物に
ついて考え，そのつながりを発表しよう」である。以下
に導入部分の会話内容を示す。
【事例】６年生UNIT 5 We all live on the Earth.
　E	：Can I ask one more question?
　H	：Sure.
　E	：Where do lions live?
　H	：Lions live in the savanna.
　E	：That’s right. What do lions eat?
　H	：�Lions eat meat. Lions eat zebras. Lions have 

strong teeth.
　E	：What do zebras eat?
　H	：�Let’s see . . . I went to Ueda Zoo last Sunday.�

Zebras ate carrots in the zoo.
　E	：�What do zebras eat in the savanna? Let’s check 

it out.

　英語での表現だけでなく，社会科や理科の知識を必要
とする単元である。ライオンやシマウマなどの動物がサ
バンナに住んでいると話しているが，サバンナが何なの
か意味が分からないと理解が難しいと推測される。子ど
も達がより理解できるための，社会科や理科と関連した
事前の説明が必要な場面である。
⑸�　「デジタル教材を使用する時に特に留意すべきだと

思うこと」
　デジタル教材を活用する担任や英語専科が留意すべき
こととして，使用時間・使用内容の選択・ALTとのティー
ムティーチング・教員のデジタル教材の活用能力の向上・

子どものデジタル教科書活用能力の向上・子どもの理解
度に応じた使用の仕方・学校におけるネットワーク接続
や環境の選択肢から複数回答で選んでもらった。
　図４に示した担任がデジタル教材を使用する時に特に
留意すべきだと考えていることは，ALTとのティーム
ティーチングでどう進めるか（67名）・使用内容の選択（57
名）・子どもの理解度に応じた使用の仕方（42名）の順
番となっている。
⑹�　「担任や専科よりデジタル教材活用に当たって困っ

ていること」
　自由記述で回答してもらった意見から，主な意見を以
下に抜粋した。
・�デジタル教材でできることの全体像が見えておらず，

レッスンプランを立てる際，デジタル教材で何ができ
るのか把握するのに時間がかかってしまう。

・�デジタル教材と言われても，どの場所にどのような内
容の物があるのかわからず，使用しないことが多かった。

・�たくさんのコンテンツがある。絵のみ，音声のみ，絵
＋音声など，選ぶものが多くて使いこなせない。

・�デジタル教材の中には，児童の知らないこと（文化・
歴史・地理）がでて来るので，それらへの補足が必要。

　様々な種類のコンテンツがあり，指導内容に合わせた
デジタル教材の選択など上手く使いこなせていない状況
が推察される。

3.1.2　授業実践での課題と活用への提案
　教員へのデジタル教材活用における調査から，２点の
課題が確認された。１点目は，デジタル教材の教材研究

図２．デジタル教材を活用することが効果的だと思うコンテンツ
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図３．デジタル教材をうまく活用できないと思うコンテンツ
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に時間をかけすぎてしまい，ALTとのティームティー
チングに上手く生かせないと言う問題点である。このこ
とは，文部科学省による『令和３年度「英語教育実施状
況調査」概要』からも示されている。ICT機器の活用状
況によると，「教師がデジタル教材等を活用した授業」
の割合は小学校99.7％，外国語指導助手（ALT）等の活
用状況については，授業時数の40％より多くALTを活
用する割合は，小学校では７割以上に上っていると報告
している。ALTの具体的な活用内容として，児童生徒
のやり取りの相手98.4％・教師とのやり取りを児童生徒
に示す/やり取り・発表のモデル提示98.3％・発音のモ
デル・発音指導98.3％と記述されている。小学校では，
発音指導等を含めたデジタル教材を活用すればするほど
ALTの活用が難しくなると言う状況が推察される。２
点目は，デジタル教材のコンテンツが多すぎて上手く活
用出来ていないという問題点である。２点の課題を含め
て授業でどうデジタル教材を活用していくべきか記述す
る。
　デジタル教材活用の視点として佐藤・染谷（2020）も
指摘しているが以下の４点を挙げる。
⑴　「授業のねらいを明確に」
　デジタル教材だけを見せることが目標にならないよう
に，常に授業のゴールを意識するようにする。授業の目
標達成のためにデジタル教材をどう活用するかが大切で
ある。
　ICT機器の使用だけで授業を進めてしまうと目標から
それてしまいがちである。黒板に授業の目標を掲示する
など配慮していきたい。
⑵　「児童の実態に合わせた内容の選択」
　全てのデジタル教材を活用することにとらわれない。
児童の理解度に合わせた内容や実施回数を選ぶようにす
る。担任にとっては，児童の実態に合わせた教材の選択
は時間がかかり負担になりがちである。そこで，Ａ市で
は導入部分のリスニング教材の例文に重要度を提示し，
担任が児童の実態に合わせて選択できるよう参考資料を
提示している。
⑶　「事前のキーワード確認」
　デジタル教材を使用する前に初めて聞く語やキーワー
ドは必ず確認させることが大事である。
　繰り返し音声に慣れ親しませた後に聞かせることで，
児童のデジタル教材の内容の理解を促進し，聞くことが
できないという自己効力感の低下を防ぐ手立てを行うこ
とができると考える。
⑷　「役割を明確にしたALTの活用」

　授業のねらいにむけて，デジタル教材とALTの両輪
を活かすことは重要な視点である。デジタル教材のみに
頼らず，ALTの発音と合わせて聞かせるようにする。
音声面に関しては，デジタル教材は，微妙な音声の速さ
を調整できないので，児童がより理解しやすいように
ALTにゆっくり発音してもらうようにすることを心掛
ける必要性がある。デジタル教材での音声を流した後，
確認のためALTが発音するなど，役割を明確にして
ALTを活用することは，コミュニケーションの上でも
重要である。児童がどんなに上手に発音しても，デジタ
ル教材は褒めてくれない。児童の実態を見て声がけがで
きるのは，ALTであり担任である。

3.2　京都府Ｂ市の実践報告：実践報告２
　５年生を対象にNEW HORIZON Elementary 5（東
京書籍）を使用した実践について報告する。本実践は京
都府Ｂ市の公立小学校に通う５年生２クラス，計66名を
対象に行われた。このＢ市の小学校では，１～３年生の
外国語活動を担任及びALTが，４，５年生の外国語活動
と外国語科を英語専科が，６年生の外国語科を小中連携
加配による中学校教諭がそれぞれ担当しており，４，５
年生の授業を筆者が英語専科として行っている状況であ
る。
　千葉県Ａ市の実践報告（実践報告１）ではALTとの
授業で指導者用デジタル教科書をどのように用いるべき
かについて考察したが，本章ではNEW HORIZON Ele︲
mentary 5のUnit 2: When is your birthday ?を扱う際に，
英語専科のみの授業形態でどのように指導者用デジタル
教科書を用いたのかを具体的に報告し，それを踏まえた
教員用デジタル教科書の利点や課題点，使用時の工夫に
ついて考察する。
　まず，NEW HORIZON Elementary 5の構成につい
て述べる。この教科書はユニットが「導入」「練習」「ア
ウトプット」「資料」と大きく４つのパートに分けられ
ている。例えば，Unit 2では「誕生日やほしいものを伝
えよう」が単元の目標になっており，「導入」では歌，チャ
ンツ，単語学習や導入として位置づけられている映像資
料付きのリスニングStarting Outなどで誕生日や欲しい
ものに関することを学ぶ。「練習」では誕生日とほしい
もののやりとり練習をLet’ s Listen 1, 2とLet’ s Try 1 to 
4という活動で行い，「アウトプット」でクラスメイトと
誕生日や欲しいものを伝えるやりとりを行う。「資料」
では，単元の月（12 months）の学習に関連して，月ご
との世界の行事が載っている他，日本語と英語の違いが

図４．デジタル教材を使用する時に留意すべきだと思うこと
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言語的側面と文化的側面から学習できる内容が扱われて
いる。本実践ではこの単元を７時間構成として実施した。
その内容をインプットとアウトプットに分けたものを表
１に示す。やりとりの練習はドリル活動であるため，こ
こではインプットとして扱い，練習に当たらない実際の
やりとりの活動や場面，思考を伴う活動をアウトプット
に分類している。
　本実践では表１に記載したもの以外に，追加の新出単
語の学習や，毎時間の音と文字の学習を行っているが，
教科書以外の教材を用いたため今回は省略している。表
１の下線部は指導者用デジタル教科書を用いた活動を表
している。このことからわかるように，指導者用デジタ
ル教科書がほとんどのインプット活動を担っている一方
で，アウトプット活動では指導者用デジタル教科書が用
いられていない。また，ここで特筆すべきは指導者用デ
ジタル教科書の使用箇所の選定についてである。実践報
告１において報告したように，本実践に使用した指導者
用デジタル教科書は収録されているコンテンツが多く，
その全てを使用すると授業時間数が足りなくなる可能性
が高い。また，情報量が多く児童の知らない単語やター
ゲットセンテンスではない文章も複数含まれている。
Unit 2では，Starting Outにおいて “I can wear it to 
summer camp.”, “iris”, “the same month”, “It’s a little 
dog!” が出現する。新しい知識を含めた全ての内容を丁
寧に扱うと，児童にとって過剰なインプットになる可能
性がため，扱う比重を軽くしたり，扱わなかった部分も
ある。選定基準は児童の学習レベルによるが，単元目標
の達成を見通して児童が段階的に学習できるよう単元計
画の工夫を行った。また，今回は国際理解教育の部分に
も十分な時間を割り当てられるようにもした。このよう
に，児童のレベルを考慮して目標到達ができるように指

導者用デジタル教科書の使用方法を工夫する必要性があ
る。特に，導入部分のStarting Outは前もって音声を確
認し，ターゲットセンテンスの関連部分と，児童の知識
で理解可能かを教師が判断する必要がある。
　これらのことから，指導者用デジタル教科書の利点と
課題点についてそれぞれ考えていく。まず，指導者用デ
ジタル教科書の利点に関して言及する。最も重要な点は，
ALTがいない状況下でも良質なインプットを多量に与
えることができるということである。収録されている音
声がネイティブの音声である上に，Starting Outではそ
れに対応する視覚教材（動画）も収録されている。上記
の内容の充実により児童の理解を促進させながら多くの
インプットに晒すことができることは非常に有効である。
また，本指導者用デジタル教科書は単語を学習するため
のツールが豊富である。例えば，ピクチャーディクショ
ナリーが音声で再生できるほか，メトロノームのリズム
に合わせてピクチャーディクショナリーの単語を学習で
きることや，自動でミッシングゲームを作成・実行する
ことができる。さらにフラッシュカードではイラストの
みの提示と文字のみの提示を選択したり，両方の大きさ
の表示割合を変更するなどの調整も可能である。このよ
うに，単語を学習するにあたってのバリエーションが多
く，児童が飽きずに学習できる工夫がなされている。そ
して，指導者用デジタル教科書は国際理解教育に関する
教材も豊かである。国際理解に関する内容は，テーマ設
定や情報収集など教材研究が容易ではない部分が多いが，
指導者用デジタル教科書では音声や視覚教材が含まれて
いる部分があり，より少ない教員の負担で，より充実し
た国際理解教育を行うことができる。
　一方で課題点もいくつか挙げられる。その一つが，ア
ウトプット活動での使用である。インプット活動では

表１．NEW HORIZON Elementary 5: Unit 2の実施内容

時程 インプット アウトプット

１ ・Starting Out
・Let’s Watch and Think（世界の行事）

２ ・ピクチャーカード（日付） ・Let’s Try 2（バースデーチェイン）
・Let’s Try 3（ほしいもののやりとり）

３ ・チャンツ（①When is your birthday?,
　②What do you want?）
・ピクチャーカード（衣類，文房具）
・Let’s Listen 1（誕生日とほしいもの）

４ ・チャンツ（①，②）
・フラッシュカード（様子，状態）
・Let’s Listen 2（行事と日付）

・Let’s Try 4（ほしいもののやりとり）

５ ・チャンツ（①，②）
・フラッシュカード（様子，状態）
・やりとり練習

６ ・紙面による確認
・Over the horizon（世界の行事調べ）

７ ・紙面による確認
・Over the horizon（世界の行事調べ）
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ALTの代用として質の高いインプットを与えられた指
導者用デジタル教科書だが，アウトプット活動では
ALTのように児童の発言ややりとりに反応することは
できない。そのため，アウトプット活動において重要で
あることは，教師がどのように目的意識を持たせた場面
を設定し，どのようなフィードバックを与えるのかとい
うことである。より本物に近い状況でのやりとりを可能
にするためには，それを計画する教師の授業力に加えて，
やりとりを行うことができる英語力が必須である。二つ
目が教材内容の選定である。実践報告１でも指摘したよ
うに，本指導者用デジタル教科書は教材内容が豊富であ
るため，目の前の児童に合った指導内容を考え，使用箇
所を選定することが必要とされる。そのため，指導者用
デジタル教科書の使用によって教師の負担量が減るとは
言えない。教師は指導者用デジタル教科書の内容を全て
扱わねばならないと考えるのではなく，目の前の児童が
目標を達成させるためにはどのような内容をどの順序で
行えばいいかということを第一に考えるべきである。ま
た，指導者用デジタル教科書の音声を順番に流していれ
ばそれでよいという認識では児童の目標到達は厳しいだ
ろう。「教科書を教える」という状態でボタンを押し進
めるのではなく，デジタル教科書を扱う際も「教科書で
教える」という意識を持ち合わせ，単元全体，学年全体
を見据えた使用方法を考えなければならない。

４．ま と め

　本研究における「千葉県Ａ市の実践報告（実践報告１）」
と「京都府Ｂ市の実践報告（実践報告２）」についてま
とめる。
　まず，実践報告１として，千葉県内Ａ市の指導者用デ
ジタル教科書活用におけるアンケート調査を実施し，１）
指導者用デジタル教科書の使用頻度，２）指導者用デジ
タル教科書の平均使用時間，３）指導者用デジタル教科
書活用に当たって効果的だと思う内容，４）指導者用デ
ジタル教科書をうまく活用できないと感じる内容，５）
指導者用デジタル教科書を使用する時に特に留意すべき
点，６）指導者用デジタル教科書活用に当たって困って
いることの６つに焦点化し，調査・分析を行った。使用
頻度に関しては，97％とかなり高い数値で指導者用デジ
タル教科書を使用していることが明らかとなった。さら
に合計80％の教員が10分以上指導者用デジタル教科書を
使用しているということが明らかとなった。効果的な活
用の部分では，「導入部分」「単語練習」「チャンツや歌」
「リスニング問題」「Over the Horizon世界とのつなが
りでの英語」などの項目が挙げられており，インプット
活動に対して教員は指導者用デジタル教科書の使用が効
果的であると考えていることが明らかとなった。また，
「やり取り」「英語でのやり取りや発表の見本など」「モ
デル文を見ながら書き写す」などといった項目がうまく
活用できないと感じていることが明らかになった。つま
り，児童の思考力・判断力・表現力等を伴うアウトプッ
ト活動に関しては活用が難しいと考えている傾向にある。
指導者用デジタル教科書の使用時の留意事項では，「使
用内容の選択」「ALTとのティームティーチングでどう

進めるか」などといった項目が高い数値を示しており，
たくさんのコンテンツがある中で，どのように取捨選択
を行うか，ALTとのティームティーチングではどのよ
うに，どのような内容を扱うかについて，教員は悩んで
いる傾向にあると考えられる。
　次に，実践報告２の京都府Ｂ市での指導者用デジタル
教科書活用の事例では，デジタル媒体の教授内容と指導
方法について紹介した。特に，Unit 2「When is your 
birthday?」の単元における指導者用デジタル教科書の
使用に焦点を置き，どのように指導者用デジタル教科書
を使用するかに関して実践を報告した。この実践報告２
においても，上記実践報告１と同様に，児童へのインプッ
ト活動において指導者用デジタル教科書を使用すること
が効果的であることが明らかとなった。また，児童の思
考力・判断力・表現力等を伴うようなアウトプット活動
には指導者用デジタル教科書はほとんど使用されていな
いことも示され，実践報告１の調査結果と一致すること
が明らかとなった。
　上記の実践報告について総括して考えると，指導者用
デジタル教科書を使用することは担任や専科教員にとっ
て効果的なインプットを与えることができるツールとし
て有用であるといえる。一方で，児童の実態に合わせた
使用方法やALTとのティームティーチングにおける指
導者用デジタル教科書の役割の明確化などの課題点が残
ることも明らかである。そこで，外国語を担当する担任
や専科教員が意識するべきことは，どのような児童に，
どのようなインプットを指導者用デジタル教科書の使用
を通して与えるかをよく考えることである。ALTがい
ない時でも良質なインプットが与えられる点を考慮に入
れれば，リスニングやドリル（プラクティス）の活動に
適しているという利点がある。これらの利点を生かして，
指導者用デジタル教科書を適切に使用していくことによ
り，児童の思考力・判断力・表現力等を伴うアウトプッ
ト活動（e.g. ALTとのやり取りなど）へとつなげていく
架け橋のような存在として使用することが求められるで
あろう。

注

１．当該調査における「学習者用端末」については，可
動式端末（タブレット型・ノート型）に限定している。
また「整備完了」とは，児童生徒の手元に端末が渡り，
インターネットの整備を含めて学校での利用が可能と
なる状態を示している。

２．ここでの「学習者用デジタル教科書」とは，紙の教
科書の内容の全部をそのまま記録した電磁的記録であ
る教材を示している。
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